別紙様式1―1(第3関係)


　　　　　　　　　　研究室名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
w―SDS管理者氏名(所属・職)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　　　　・　　　　　)　　　　　

【共通事項】
	階層別の管理責任
	区分
	根拠
	項目
	(確認後は○印を付す)

	学長
総括安全衛生管理者
	系長(安全衛生管理者)
	機器等管理者(教職員)
	機器等使用者(学生等)
	
	
	
	

	A：全学にかかる規定

	○
	○
	○
	　
	事業者責務
	安衛法1
	危害防止基準の確立
	　

	
	
	
	
	
	
	責任体制
	　

	
	
	
	
	
	
	自主促進
	　

	○
	○
	○
	　
	事業者責務
	安衛法3
	最低基準の遵守
	　

	
	
	
	
	
	
	安全と健康の確保
	　

	
	
	
	
	
	
	国の施策に協力
	　

	[bookmark: _GoBack]B：系・学部・課程等の部局にかかる規定

	○
	○
	○
	　
	事業者責務
	安衛法20
	機械設備・爆発物等による危険の防止措置
	　

	○
	○
	○
	　
	事業者責務
	安衛法21
	掘削等・墜落等による危険の防止措置
	　

	○
	○
	○
	　
	事業者責務
	安衛法22
	健康障害防止措置
	　

	○
	○
	○
	　
	事業者責務
	安衛法23
	通路等の保全、換気、採光等の必要な措置
	　

	○
	○
	○
	　
	事業者責務
	安衛法24
	作業行動から生ずる災害防止措置
	　

	○
	○
	○
	　
	リスクアセスメント
	安衛法28条の2
	危険有害性の調査と危険・健康障害防止措置
	　

	○
	○
	○
	　
	リスクアセスメント
	H18．3．10危険性又は有害性等の調査等に関する指針公示第1号
	危険性又は有害性等の調査等に関する指針
	　

	○
	○
	○
	　
	リスクアセスメント
	基発0731001
	機械の包括的な安全基準に関する指針
	　


備考　「安衛法1」とは労働安全衛生法第1条をいい、「基発」とは厚生労働省労働基準局長から各都道府県労働局長宛の通達をいう。


